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日
本
の
医
学
や
医
療
は
秀
逸

だ
。
世
界
の
中
で
も
レ
ベ
ル
は

高
く
常
に
進
歩
し
て
き
た
。
ま

た
、
五
輪
と
同
様
に
四
年
に
一

度
、
日
本
医
学
会
総
会
が
行
わ

れ
て
き
た
。

　
さ
き
ほ
ど
「
第
29
日
本
医

学
会
総
会 

2
0
1
5
 
関
西
」

が
京
都
・
大
阪
・
兵
庫
な
ど
６

府
県
で
広
範
囲
で
開
催
さ
れ
た

の
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
本
号

で
は
こ
の
話
題
に
つ
い
て
若
干

触
れ
た
い
と
思
う
。

　
第
１
日
目
の
開
会
式
は
、
多

く
の
人
々
を
収
容
で
き
る
京
都

国
際
会
議
場
で
開
催
さ
れ
た
。

こ
こ
は
日
本
で
唯
一
、
ま
た
世

界
的
に
も
希
少
な
国
連
方
式
を

採
用
し
た
国
際
会
議
場
と
し
て

広
く
知
ら
れ
る
。

　
従
来
、
京
都
で
行
わ
れ
る
大

規
模
の
医
学
会
は
こ
こ
が
会
場

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
国
際
会
議

が
京
都
で
開
催
さ
れ
た
と
の
テ

レ
ビ
報
道
で
は
、
必
ず
豪
華
な

雰
囲
気
の
大
会
議
室
が
放
映
さ

れ
て
き
て
い
る
。

　
大
会
議
室
は
2
0
0
0
平

方
m
の
広
さ
で
、
4
F
吹
き

抜
け
の
広
大
な
台
形
の
空
間
は

２３４５６７８９０１２３開
放
感
と
品
位
を
備
え
た
も
の

だ
。
内
外
の
政
治
経
済
会
議
を

は
じ
め
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
イ

ベ
ン
ト
に
活
用
さ
れ
て
き
た
。

　
私
は
前
も
っ
て
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
確
認
し
、
朝
一
番
に
入
場

が
必
要
と
判
断
。
そ
こ
で
、
当

日
は
未
明
に
起
床
し
て
駆
け
つ

け
た
。
私
と
同
様
に
来
場
し
た

人
も
少
な
く
な
く
、
大
会
議
室

の
後
ろ
半
分
か
ら
順
次
着
席
し
、

短
時
間
で
一
杯
に
。
開
会
の
直

前
に
は
来
賓
の
方
々
が
前
方
に

着
席
さ
れ
、
開
会
式
が
開
始
さ

れ
た
（
図
１
）。

　
最
初
に
は
、
お
洒
落
な
企
画

が
。
有
名
な
指
揮
者
・
佐
渡
裕

氏
と
ス
ー
パ
ー
キ
ッ
ズ
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

コ
ン
サ
ー
ト
だ
。
阪
神
淡
路
大

震
災
を
き
っ
か
け
に
結
成
さ
れ

た
子
供
た
ち
の
演
奏
は
素
晴
ら

し
い
。
こ
れ
か
ら
研
鑽
を
積
み
、

将
来
国
際
的
な
演
奏
家
に
な
っ

て
ほ
し
い
。

　
引
き
続
い
て
、
私
が
ど
う
し

て
も
拝
聴
し
た
か
っ
た
レ
ク
チ

ャ
ー
が
。
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞

さ
れ
た
京
都
大
学
の
山
中
伸
弥

教
授
の
ご
講
演
で
あ
る
。

　
先
生
の
お
話
に
よ
り
、
近
年

は
京
都
大
学iPS

細
胞
研
究
所

の
各
研
究
班
で
目
覚
ま
し
い
業

績
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
こ
の
技
術
は
世
界
の

医
学
の
た
め
に
活
用
で
き
る
制

２３４５６７８９０１２３

２３４５６７８９０１２３度
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
と
も
、

世
界
を
リ
ー
ド
す
るiPS

細
胞

研
究
の
さ
ら
な
る
発
展
を
期
待

し
た
い
。

　
私
はiPS

研
究
所
か
ら
定
期

的
にCira 

Newsleter

を
受

け
取
っ
て
い
る
。
最
新
号
か
ら

話
題
を
紹
介
さ
せ
て
頂
く
。

　
特
別
な
骨
の
病
気
（FOP

、

進
行
性
骨
化
性
繊
維
異
形
成
症
）

で
、
対
照
細
胞
を
用
い
た
比
較

が
可
能
に
（
図
２
）。
原
因
を

検
討
し
、
将
来
に
は
効
率
的
で

有
効
な
創
薬
に
つ
な
が
る
と
可

能
性
が
あ
る
。

　
山
中
教
授
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

表1

カ
ン
ボ
ジ
ア

す
た
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ぜ
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国
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表１　ヒトの特徴

・ホモ・サピエンス

　（知恵のあるヒト）

・ホモ・エレクトゥス

　（直立するヒト）

・ホモ・ハビリス

　（器用なヒト）

・ホモ・ルーデンス

　（遊ぶヒト）
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表１　ロボット研究の展開

1952

1968

1970

1973

1985

1986

1998

1999

1999

2000

2002

2013

手塚治虫が「鉄腕アトム」の連載開始

井上博允(東大)が「人工の手」を考案

加藤一郎(早稲田)がWABOT開発開始

WABOT(Waseda Robot)が２足歩行実現

つくば科学万博でWASUBOTがピアノ演奏

本田技研が2足歩行ロボット[EO]を開発

図2

経済産業省がヒューマロイドの開発開始

ソニーがペットロボット[AIBO]を発表

本田技研の2足歩行ロボット[ASIMO]発表

トヨタ・パートーナーロボットの研究開始

家庭用ロボット掃除機「ルンバ」登場

[KIROBO]が国際宇宙ステーションへ

織
物
で
村
が
で
き
た

：

図1

：
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ト
上
に
お
い
て
も
、
関
係
各
位

や
一
般
の
方
々
に
対
し
て
、
研

究
協
力
を
お
願
い
し
て
お
ら
れ

る
（
図
３
）。

　
私
た
ち
は
微
力
だ
が
、
数
多

く
の
人
々
の
協
力
が
あ
れ
ば
、

山
中
教
授
やiPS
研
究
、
わ
が

国
の
医
学
研
究
に
プ
ラ
ス
に
働

い
て
い
く
だ
ろ
う
。

　
日
本
医
学
会
総
会
の
開
会
式

で
、
私
は
錚
々
た
る
先
生
方
の

お
話
を
拝
聴
で
き
た
。

　
医
学
会
会
長
の
高
久
史
麿
氏

２３４５６７８９０１２３４５６

は
、「
わ
が
国
の
医
学
研
究
の

方
向
性
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
ご

講
演
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
、
社

会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
研
究
推

進
に
は
、「
産
官
学
」
に
「
民
」

を
加
え
た
シ
ス
テ
ム
の
重
要
性

を
提
言
す
る
こ
と
に
。

　
さ
ら
に
、
米
国
の
オ
バ
マ
大

統
領
の
話
題
に
も
。
今
年
1
月
、

大
統
領
は
一
般
教
書
演
説
の
中

で
「Precision 

Medicine 
Initiative

」
を
表
明
。
ゲ
ノ

ム
研
究
な
ど
を
推
進
す
る
こ
と

で
、
個
別
化
医
療
の
研
究
や
実

践
な
ど
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

1
0
0
万
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
り
、
取
り
組
む
と
い
う
。

　
開
会
式
で
は
他
に
二
つ
重
要

な
報
告
事
項
が
あ
る
の
で
、
簡

単
に
触
れ
た
い
。

　
一
つ
は
、
皇
太
子
徳
仁
親
王

殿
下
の
臨
席
の
下
で
開
催
さ
れ

た
こ
と
で
あ
る
。
私
は
冬
期
国

体
に
選
手
や
監
督
と
し
て
関
わ

っ
て
お
り
、
今
ま
で
も
何
度
か

近
く
で
お
目
に
か
か
れ
た
こ
と

が
あ
る
。

　
二
つ
め
は
、
同
総
会
の
会
頭

で
あ
り
元
京
都
大
学
総
長
も
務

め
ら
れ
た
井
村
裕
夫
氏
の
会
頭

２３４５６７８９０１２３４５６

１２３４５６７８９０１２３講
演
「
日
本
の
未
来
の
た
め
に
、

い
ま
医
学
・
医
療
は
何
を
な
す

べ
き
か
」
が
行
わ
れ
た
こ
と
で

あ
る
。

　
氏
は
医
療
の
未
来
を
展
望
す

る
た
め
、
次
の
項
目
に
つ
い
て

概
説
さ
れ
た
。

①
生
命
科
学
・
医
学
の
進
歩

②
情
報
技
術
の
進
歩

③
脳
研
究
・
人
工
知
能

④
人
口
増
加
と
資
源
の
不
足

⑤
経
済
産
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

⑥
地
球
環
境
問
題

　
こ
の
中
で
、
④
人
口
問
題
に

つ
い
て
参
考
資
料
図
４
を
ご
覧

い
た
だ
き
た
い
。
我
が
国
で
高

齢
者
の
割
合
が
急
増
し
て
お
り
、

驚
く
べ
き
は
成
人
（
20
～
64
歳
）

と
高
齢
者
（
65
歳
以
上
）
の

す
た

ぜ
き図9
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図9

図10

ぼ
い
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ぼ  

お
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か

い
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み 

ゆ
う  

じ 

ろ
う

図4

ふ
で

表1

図8

図9

比
率
だ
。
あ
な
た
は
ど
う
思
う

だ
ろ
う
か
？

　
ま
た
、
⑤
医
療
と
産
業
の
関

わ
り
に
つ
い
て
、
参
考
資
料
図

５
を
示
す
。
従
来
は
個
人
と
医

療
機
関
と
の
関
係
だ
っ
た
が
、

今
後
は
複
数
の
フ
ァ
ク
タ
ー
が

絡
む
時
代
へ
。
す
で
に
大
き
な

転
換
期
が
訪
れ
て
い
る
。

　
筆
者
は
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア

医
学
に
関
わ
っ
て
お
り
、
わ
か

り
や
す
く
有
用
な
情
報
を
発
信

す
る
役
割
を
有
す
る
。
図
６
は

今
後
脳
科
学
が
進
む
方
向
性
を

示
す
。
心
の
解
明
は
難
し
い
が
、

次
第
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く

で
あ
ろ
う
。

　
図
７
は
、
医
療
が
日
常
生
活

と
密
接
に
融
合
す
る
存
在
を
示

唆
す
る
。
我
々
は
遠
い
将
来
の

目
標
を
認
識
し
て
お
き
た
い
。

同
時
に
、
毎
日
地
道
に
続
け
る

行
動
が
あ
る
は
ず
だ
。
つ
ま
り
、

百
年
先
を
見
な
が
ら
、
現
実
の

問
題
に
対
処
し
て
い
く
姿
勢
が

大
切
と
な
る
だ
ろ
う
。

（
板
東
浩
、
ば
ん
ど
う
ひ
ろ
し
、

医
学
博
士
、
糖
尿
病
専
門
医
、

ピ
ア
ニ
ス
ト
）
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ア
ジ
ア
で
も
メ
タ
ボ
が

たんぱく質の多い食品

蛋白質の含有量(/100g)
(g/100g、水分40%以上)

順位 種類 (g/100g)

1 しらす干し 40.5
いわし(丸干)
いくら
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表　フレイルの判断
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